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１　アンケートの実施概要
平成29年度において本市の高齢者福祉計画を策定するにあたり、４０歳以上の市民の方の生活実態や福祉ニーズの把握のため、アンケート調査を実施しました。

（1） 調査対象者及び抽出方法
	調査区分
	調査対象者
	送付人数

	1 65歳以上の方
	平成28年12月１日現在、豊川市に居住する65歳以上の要支援認定者または要介護認定を受けていない方
	８００人

	2 要介護認定者の方
	平成28年12月１日現在、豊川市に居住する65歳以上で要介護認定を受けている方
	８００人

	3 64歳までの方
	平成28年12月１日現在、豊川市に居住する40歳～64歳までの方
	９００人


（2） 調査方法
無作為抽出し、郵送配布・郵送回収にて調査
（3） 調査期間
平成29年１月27日～２月８日
（4） 回収状況
1 ６５歳以上の方
	調査票の配布数
(人)
	有効回答数
(人)
	有効回答率
(％)

	800
	517
	64.6


2 要介護認定者の方
	調査票の配布数
(人)
	有効回答数
(人)
	有効回答率
(％)

	800
	392
	49.0


3 ６４歳までの方
	調査票の配布数
(人)
	有効回答数
(人)
	有効回答率
(％)

	900
	441
	49.0



２　アンケート結果
１　介護予防活動の推進
（１）６５歳以上の方のアンケート結果より
一般高齢者の心身の健康状態について聞きました。
Ⅰ　運動機能の状況
○過去１年間に転んだ経験の有無をみると、一般高齢者では「何度もある」（5.5％）と「１度ある」（19.4％）を合わせると24.9％おり、要支援認定者では「何度もある」（7.1％）と「１度ある」（50.0％）を合わせると57.1％となり、一般高齢者より32.2ポイント高くなっています。
○転倒に対する不安の有無をみると、一般高齢者では「とても不安である」（10.9％）と「やや不安である」（35.2％）を合わると46.1％となり、年齢階級別にみると80歳以上で割合が50％を超えています。また、要支援認定者では「とても不安である」（28.6％）と「やや不安である」（35.7％）を合わせると64.3％となり、一般高齢者より18.2ポイント高くなっています。
　以上のことから、運動器機能向上教室を始め、介護予防教室での運動機能の維持・向上を図る必要があります。
P16　問２－（４）　過去１年間に転んだ経験の有無　









P17　問２－（５）　転倒に対する不安の有無







Ⅱ　栄養・口腔の状況
○６か月間で２～３kg以上の体重減少の有無をみると、一般高齢者では10.7％があると回答しています。
○半年前に比べて固いものが食べにくくなったかをみると、一般高齢者では26.5％が食べにくくなったと回答しており、年齢階級別にみると加齢とともに割合が高くなっています。
○また、お茶や汁等でむせることの有無や、口の渇きが気になるかを聞いたところ、約２０％があると答えています。
以上のことから、介護予防教室での栄養・口腔に関する啓発が必要です。　　　
P22　問３－（８）　６か月間で２～３kg以上の体重減少の有無









P24　問3-(2)　半年前に比べて固いものが食べにくくなった









Ⅲ　もの忘れの状況
○物忘れが多いと感じるかをみると、一般高齢者では40.4％が多いと回答しており、年齢階級別にみると加齢とともに割合が高くなり、85歳以上で大きく割合が減少しています。
○今日が何月何日かわからない時があるかをみると、一般高齢者では20.6％がわからない時があると回答しており、年齢階級別にみると70歳以上で20％台となっています。
以上のことから、認知機能の維持・向上を図る必要があります。
P36　問4-(1)　物忘れが多いと感じるか









P37　問4-(3)　今日が何月何日かわからない時がある









Ⅳ　心の健康状態
○趣味の有無をみると、一般高齢者では75.2％があると回答しています。
P33　問4-(17)　趣味はあるか







○生きがいはあるかをみると、一般高齢者では68.0％があると回答しています。
○この１か月間、気分が沈んだりするかをみると、一般高齢者では36.2％が沈んだりすることがあったと回答しています。
以上のことから、趣味や生きがいがある高齢者が多いものの、約４割が気分が沈むことがあると回答していることから、社会とのつながりなどを通して、うつの予防も重要であるといえます。
P３４　問4-(18)　生きがいはあるか







P34　問7-(3)　この１か月間、気分が沈んだりするか






２　自立支援活動の推進
高齢者が、地域で自分らしく生活するためには、地域全体で高齢者を支える仕組み作りが必要です。また高齢者自身も支えられるだけでなく、今まで以上に支える側に参画することが求められています。
アンケートでは、地域の活動への参画意向と自分が支援するとしたら何ができるかを調査しました。

（１）６５歳以上の方及び64歳までの方のアンケート結果より
Ⅰ　地域づくりに対する参加意向
○参加者としてグループ活動等に参加してみたいかをみると、65歳以上の方では「是非参加したい」（10.１％）と「参加してもよい」（4８.９％）を合わせると５９.０％が参加意向ありとなっており、64歳までの方では「是非参加したい」（５.２％）と「参加してもよい」（６１.５％）を合わせると６６.７％が参加意向ありとなっています。
○企画・運営（世話役）としてグループ活動等に参加してみたいかをみると、65歳以上の方では「是非参加したい」（2.1％）と「参加してもよい」（3１.５％）を合わせると３３.６％が参加意向ありとなっていますが、「参加したくない」（５７.８％）が「参加したい」よりも多くなっています。同じように64歳までの方も「是非参加したい」（2.５％）と「参加してもよい」（3１.７％）を合わせると３４.２％が参加意向ありとなっていますが、「参加したくない」（６２.８％）が「参加したい」よりも多くなっています。
　　　　Ｐ１４１　参加者としてグループ活動等に参加してみたいか（問５-(2)、Ⅴ-問２）
[image: ]

　　　　Ｐ１４２　企画・運営（世話役）としてグループ活動等に参加してみたいか
　　　　　　　　　（問５-(3)、Ⅴ-問３）
[image: ]

Ⅱ　地域住民が生活支援サービスとして支援できるもの
○自身が地域でできると思う支援をみると、65歳以上の方では「見守り・声かけ」（３７.３％）が最も多く、次いで「ゴミ出し」（29.２％）、「買い物代行」（1６.４％）、「掃除・洗濯」（１４.７％）、「外出同行（通院、散歩など）」（１４.７％）、「配食の手伝い」（1３.7％）、「外出時の送迎」（1２.８％）、「調理」（1０.８％）の順となっています。一方「できない」は3.３％でした。64歳までの方では、「見守り・声かけ」（48.8％）が最も多く、次いで「ゴミ出し」（23.8％）、「買い物代行」（２１.１％）、「外出時の送迎」（15.9％）、「配食の手伝い」（12.2％）、の順となっています。一方、「できない」は2.3％でした。
６５歳以上の方と６４歳までの方の半数以上がグループ活動に参加しても良いと回答していることから、こうした意欲のある方を生活支援の活動へとつなげる仕組みづくりが必要であるといえます。



P１４２　自身が地域でできると思う支援（問５-(４)、Ⅴ-問４）
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３　在宅医療・介護連携の推進
（１）６５歳以上の方、要介護認定者の方、及び64歳までの方のアンケート結果より
Ⅰ　今後の高齢者介護のあり方として望ましいこと
○今後の高齢者介護のあり方として望ましいことをみると、65歳以上の方と要介護認定者の方では、「自宅で、家族による介護を中心に、必要に応じて介護サービスを利用する介護」（36.0％・40.1％）が最も多くなっています。64歳以上の方では、「自宅で、介護サービスを中心に、できることは家族でする介護」（32.2％）が最も多くなっています。
また、家族の介護か介護サービスを利用するかに関わらず、自宅で介護するのがよいとした方が、65歳以上の方で66.4％、要介護認定者の方で61.8％、64歳までの方で68.9％あります。
以上の結果より、できる限り在宅で介護をするのがよいと多くの方が考えていることから、在宅介護を行う家族への支援や、必要な時に相談できる体制が必要であるといえます。また、施設等に入居し、専門の職員の介護を望む方も６５歳以上で26.7％、要介護認定者で30,6％、64歳までの方が26.1％いることから、入所施設についての情報提供も必要です。
Ｐ１５３　今後の高齢者介護のあり方として望ましいこと（問10-(4)、Ⅲ-問3、Ⅵ-問4）
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４　認知症施策の推進
今後高齢者が増加するのに併せて認知症の方の数も増加していくことが見込まれます。そのため、今後必要な施策についてアンケート調査しました。
（１）６５歳以上の方、要介護認定者の方、及び64歳までの方のアンケート結果より
Ⅰ　認知症高齢者に対する支援として必要なこと
○認知症高齢者に対する支援として必要なことをみると、65歳以上の方と要介護認定者の方は、「認知症の進行に合わせた医療の適切な指導・助言」（47.2％・５５.１％）が最も多く、次いで「認知症専用の介護サービスの充実」（43.7％・49.2％）となっています。64歳までの方は「認知症に関する相談窓口の設置」（64.2％）、次いで「認知症専用の介護サービスの充実」（54.6％）となっています。
このことから、認知症に関する相談窓口として、高齢者相談センターや認知症初期集中支援チーム（平成30年度～）を周知するとともに、適切に医療や介護につなげることが必要です。


Ｐ１５１　認知症高齢者に対する支援として必要なこと（問９-(５)、Ⅱ-問５、Ⅳ-問５）

[image: ]
５　高齢者福祉施策の推進
高齢者が必要とする福祉施策についてアンケート調査しました。
（１）６５歳以上の方、要介護認定者の方、及び64歳までの方のアンケート結果より
Ⅰ　必要な高齢者福祉サービス
○将来、必要性が高まると思われる高齢者福祉サービスをみると、６５歳以上の方、要介護認定者の方、及び64歳までの方の調査すべてにおいて「緊急時に通報できるシステムの設置」（66.0％・58.9％・68.7％）が最も多くなっています。また、「食の確保や安否確認のための配食サービス」（53.2％・44.6％・55.3％）、「ホームヘルパーの派遣」（50.9％・39.5％・56.2％）についても高い割合で必要であるという結果になっています。
以上のことから、市が実施しているサービスの周知を図ると共に、民間で実施しているサービスについても情報を収集、提供することが必要と言えます。
P１６１　将来、必要性が高まると思われる高齢者福祉サービス（問１３-(１)、Ⅴ-問１、Ⅸ-問１）
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Ⅱ　住み慣れた地域で最後まで過ごすために望む施策
○住み慣れた地域で最後まで過ごすために望む施策をみると、６５歳以上の方、要介護認定者の方では、「困ったとき、気軽に相談できる窓口の設置」（57.4％・48.0％）が最も多く、次いで「24時間対応の介護・医療サービスの提供」（40.2％・43.9％）、「介護・福祉・医療情報の提供」（34.6％・34.4％）の順となっています。
○64歳までの方は、「24時間対応の介護・医療サービスの提供」（56.5％）が最も多く、次いで「困ったとき、気軽に相談できる窓口の設置」（49.0％）、「家事援助や配食などの生活支援」（40.4％）の順となっています。
[bookmark: _GoBack]以上のことから、安心して生活するためには、気軽に相談できる窓口があること、医療や介護が必要な時に受けられることが求められていることが分かります。
Ｐ１６３　住み慣れた地域で最後まで過ごすために望む施策
（問１３-(３)、Ⅴ-問３、Ⅸ-問３）
[image: ]



（２）65歳以上の方のアンケート結果より
Ⅰ　自動車の運転について
○交通手段を変えざるを得なくなった場合の代わりの手段をみると、「徒歩」「タクシー」（各44.7％）が最も多く、次いで「自動車（人に乗せてもらう）」（41.8％）となっています。
外出支援として、コミュニティバスの助成を実施していますが、本数が少なかったり、バスの停留所まで移動できない方もいることから、利用しやすい外出方法を検討する必要があります。
Ｐ５６　問１１-（３）交通手段を変えざるを得なくなった場合の代わりの手段
[image: ]

Ⅱ　家族介護者への支援について
○認知症高齢者を介護する上で、困ったことをみると、「ストレスなど精神的な負担」「自由に行動ができない」（各64.9％）、「睡眠が取れないなど肉体的な負担」（43.9％）、「仕事に支障がある」（37.7％）、「経済的な負担が大きい」（21.9％）の順となっています。また、「特に困ったことはない」は9.6％でした。
このことから、家族にとって認知症の家族の介護は精神的にも肉体的にも負担が大きく、また自由も制限されることから、家族介護者への支援が引き続き必要です。


Ｐ５１　問9-(3).①　認知症高齢者を介護する上で、困ったこと
[image: ]

（３）要介護認定者の方へのアンケート
Ⅰ　介護生活を続ける際の不安や困りごと
主な介護者が不安に感じる介護の内容を聞きました。
○主な介護者が不安に感じる身体介護をみると、要介護１・２では「認知症状への対応」（44.7％）が最も多く、次いで「夜間の排泄」（34.1％）、「外出の付き添い、送迎等」（30.3％）、「日中の排泄」「入浴・洗身」（各20.5％）の順となっており、要介護３以上では「夜間の排泄」（41.0％）が最も多く、次いで「認知症状への対応」（39.3％）、「日中の排泄」（31.1％）、「食事の介助（食べる時）」（24.6％）、「外出の付き添い、送迎等」（23.0％）の順となっています。
○生活援助をみると、要介護１・２では「食事の準備（調理等）」（23.5％）、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」（21.2％）、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」（19.7％）の順となっており、要介護３以上では「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」（21.3％）「食事の準備（調理等）」（18.0％）、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」（16.4％）の順となっています。
　認知症の介護に対する不安を感じる方が多いことから、相談窓口や地域の見守り体制を充実するとともに、金銭管理や生活面でもサポートできるよう、成年後見制度や日常生活自立支援事業の周知も必要であると考えられます。　　



Ｐ８３　Ⅵ-問6　主な介護者が不安に感じる介護
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